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日中韓三国日中韓三国日中韓三国日中韓三国のののの仏教者仏教者仏教者仏教者がががが一堂一堂一堂一堂にににに会会会会しししし、、、、世界平和世界平和世界平和世界平和をををを祈願祈願祈願祈願 ～第１４回日中韓仏教友好交流会議韓国大会～  １１月１日～２日、韓国・江原道襄陽で、「第１４回日中韓仏教友好交流会議韓国大会」が開催された。日本、中国、韓国の僧侶や信徒ら約５００人が参加。京都教会から中村憲一郎教会長をはじめ１６名の会員が参加した。  今大会のテーマは『仏教文化の社会における価値と影響』。１日夕には「三国交流委員会」が行われ、来年秋の第１５回大会を横浜で開催することが決定した。  翌２日午前から洛山寺で「世界平和祈願法要」が催され、三国会長による献花、雨松・大韓佛教曹溪宗 新興寺住持の歓迎の辞、三国代表による禮佛儀式が行われ、日本は浄土宗総本山知恩院門跡第八十八世・伊藤唯眞浄土門主を導師に、中村教会長を含む代表者が法 

要を営んだ。最後に、三国代表者による共同発願文奏上して閉会した。  午後からはＳＯＬビーチホテルに会場を移し、「国際学術講演会」が行われた。伊藤浄土門主、学誠法師（中国）、惠淨眞学宗統理院長（韓国）が基調演説。主題発表では外務グループの赤川次長ら４人が大会テーマに沿って発表した。赤川次長は、「仏教文化の社会における価値と影響」と題し、仏教が日本文化に多大な影響を与えたと説明した。  このあと同講演会の席上、三国の代表者が同じ一仏弟子として協力を強め、地球環境保護に積極的に取り組んでいくことなどを盛り込んだ「共同宣言文」が採択された。 
   

中村教会長異動中村教会長異動中村教会長異動中村教会長異動ののののおおおお知知知知らせらせらせらせ １２１２１２１２月月月月のののの教会行事教会行事教会行事教会行事  平成１６年１２月１日付けで、京都教会長として着任した中村憲一郎が教団本部に異動することになりました。中村教会長の着任以来、開祖生誕１００年、ＷＣＲＰⅧ、教会発足５０周年と教団・教会にとって節目となる行事が次々と行われました。その間、宗教界・政界をはじめ各界の方々に支えて頂き、７年間のお役を全うすることができました。  なお、１１月２７日（日）の１０時から、中村教会長の離任式が実施されます。 
１２月 １日（木）朔日参り・布薩の日  9：00～     ３日（土）新教会長着任式   10：00～     ４日（日）開祖さまご命日           教会発足記念日   9：00～     ８日（木）成道会        9：00～    １０日（土）脇祖さまご命日    9：00～    １５日（木）釈迦牟尼仏ご命日   9：00～    ２３日（祝）大掃除        9：00～    ２５日（日）法座納め       9：00～  流行語大賞候補にノミ

ネートされた六十語が発
表された。驚くことに半

数以上の三十四語が東日
本大震災と福島原発事故

とその影響に関係するも
のだった▼「３・１１」

「想定外」の災害で「安
全神話」が崩れ去り、「津

波てんでんこ」の教えで
救われ、被災地に見せた

「東北魂」、大都会では
「帰宅難民」▼米軍の「ト

モダチ作戦」にも助けら
れ、「がんばろう日本」を

合言葉に「復興」に向け
心一つに「絆」の力▼福

島原発の爆発で「建屋」
が壊れ、「メルトダウン」

で放射性物質を放出。「放
射線量」測ってみると高

い値の「シーベルト」。「ホ
ットスポット」では「除

染」が急がれる▼「内部
被曝」を受けながら原発

の対応作業を続けた「フ
クシマ５０」は評価され

たが、「風評被害」で二重
に苦しむ現地の人たち▼

原発停止で「計画停電」
に「節電」要請。「アフタ

ー４」で仕事を切り上げ、
「再生可能エネルギー」

で「脱原発」を推進へ。
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 平平平平成成成成２２２２３３３３年年年年、、、、私私私私たたたたちちちちはははは「「「「すすすすべべべべててててがががが仏仏仏仏ささささままままののののププププレレレレゼゼゼゼンンンントトトト    見見見見よよよようううう    聴聴聴聴ここここうううう    観観観観じじじじよよよようううう    伝伝伝伝ええええよよよようううう」」」」をををを実実実実践践践践ししししてててていいいいききききまままますすすす。。。。    
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国連国連国連国連デーデーデーデー    祝賀会祝賀会祝賀会祝賀会・・・・特別講演会特別講演会特別講演会特別講演会をををを開催開催開催開催     １０月２８日、宝ヶ池のグランドプリンスホテル京都にて、日本国際連合協会京都本部の主催で「２０１１年国連デー 祝賀会・特別講演会」が開催された。この会は、国連が設立された１０月２４日の前後に、国連設立を祝して開催されている。  日本国際連合協会京都本部本部長の大谷光真氏（浄土真宗本願寺派門主）から主催者挨拶があり、引き続き、潘基文（パン・ギムン）国連事務総長による国連デーメッセージを紹介。    

「「「「新宗連結成新宗連結成新宗連結成新宗連結成６０６０６０６０周年記念集会周年記念集会周年記念集会周年記念集会」」」」開催開催開催開催     １０月１７日、東京・渋谷区の渋谷公会堂で新宗連（新日本宗教団体連合会）結成６０周年記念集会が開催された。『６０年の絆（きずな）－新たなる誓いを』をテーマに、、新宗連役員や加盟教団の信者、各界の来賓など約１８００人が参加した。参加者は、新宗連６０年の歴史と意義をかみしめ、宗教者の役割を確認しました。  式典では、先達への感謝と東日本大震災犠牲者追悼の願いを込め、黙とうが捧げられ、式辞・祝辞のあと、６０年の歩みをまとめた記念映像作品が上映された。その後、上田紀行・東京工業大学大学院准教授が『未来への種をまく宗教』をテーマに記念講演を行った。 
 （立正佼成会ホームページより） 
 記念集会のあと、同施設内で祝賀会が行われた。  １１月２６日には、新宗連青年会（新日本宗教青年会連盟）結成５０周年が行われる。    

 その後、安斎科学・平和事務所所長、立命館大学国際平和ミュージアム名誉館長の安斎育郎氏から「福島原発事故による放射能災害と私たちの生活――国連の対応や役割にふれて」と題して講演があった。    

 特別講演：安斎育郎名誉館長    

差別差別差別差別のないのないのないのない世世世世のののの中中中中にににに    ～人権問題研修会～  １１月７日（月）、京都商工会議所にて、京都府、京都府宗教連盟、同和問題に取り組む京都府宗教者連絡協議会が主催して、宗教法人関係者人権問題研修会が開催された。  西光寺副住職、㈶水平社博物館評議員の清原隆宣（りゅうせん）氏が「人の世に熱と光を」と題し講演した。「差別とは人がつくった“ものさし”。差別には 
子供子供子供子供のののの成長成長成長成長にににに感謝感謝感謝感謝のののの親心親心親心親心    ～～～～七五三七五三七五三七五三参参参参りりりり～～～～     １１月３日（祝）、京都教会では婦人部が主催して、七五三を迎えた４３人の子供たちが集い「七五三参りの儀」が開催された。田中婦人部長導師のもと「勧請文」を読み上げ、参加者全員で「少年少女のちかい」を唱和した。  その後、千歳飴の授与があり、保護者代表として２人のお母さんから「感謝のことば」が述べられた。最後に、山本壮年部長から「祝いのことば」があり、儀 

    

歴史性・社会性があり、迷信や風習へのこだわをすてること」と述べ、水平社の思想に触れ、差別のない世の中にしようと呼びかけた。    

式は終了した。  終了後、子供たちを中心に記念撮影。保護者は子供の成長を喜び、感謝の気持ちで今日の日を迎えることができたと述べていた。  
●張張張張りつくりつくりつくりつく （（（（佼成会佼成会佼成会佼成会のことばのことばのことばのことば））））    
  この言葉は文字どおりピタリと張りついて離れないことで、佼成会では強い求道心を「張りつく」という言葉で表現しました。本来は仏さまに張りつき、仏と一体になることです。佼成会の修行の一つに「お供修行」があります。人をお救いできる力を身につけるために先輩の後ろについてお導きや手取り修行をすることです。「あなた、お供修行しなさい」と先輩幹部から言われる時には、「張りつきなさい」という意味が込められています。 

また「道場に張りつく」「法座に張りつく」という言い方もします。それは「道場に毎日通いなさい」「法座に毎日顔を出しなさい」という修行の形の面をいっているのです。道場や法座に張りつき、そこで語られていることが、一見、自分の境遇とは関係のないような事柄であっても、見るもの聞くものをとおして自分を向上させていこうという意識を持って修行に励む。この「張りつく」姿勢で求めていってこそ『法華経』の教えが身につき、自分のものとなるのです。私たちの日常は、朝から晩まで自分を高めてくれる縁にあふれています。そうした周囲のことすべてに目を向け、己を成長させるため縁にしていく強い求道心こそ、「張りつく」という心です。 
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今月今月今月今月のののの言葉言葉言葉言葉    ～～～～おめでたいおめでたいおめでたいおめでたい月月月月にににに報恩感謝報恩感謝報恩感謝報恩感謝のののの心心心心でででで～～～～    京都教会長京都教会長京都教会長京都教会長・・・・中村憲一郎中村憲一郎中村憲一郎中村憲一郎    今月は、私たち立正佼成会の会員にとって大変めでたく、喜びいっぱいの月です。それは、大恩師・開祖さまがお生まれになった月であり、立正佼成会のご本尊・久遠実成大恩教主釈迦牟尼世尊が勧請された月、そして２０年前に開祖さまから会長先生に法燈が継承された月でもあるからです。年中行事では、子供の成長を祝い、感謝する七五三のある月でもあります。本本本本当当当当にめでたいづくめのにめでたいづくめのにめでたいづくめのにめでたいづくめの月月月月です。 会長先生は今月のご法話の中で、２０年前に決意され、めざされた立正佼成会の信仰のあり方「心田を耕す」を、改めて述懐し、確認くださっています。２０年の間には開祖さまのご入寂もあり、私たちの悲しみと不安は、それはそれは大きなものでした。悲しみにうちひしがれる私どもに対し、会長先生は、まるで譬喩品に説かれる「三車火宅」の譬えの中で、長者（仏）が、力づくで子供たちを火宅の中から救い出すのではなく、慈悲と智慧の方便によって、火宅で遊び呆けていたすべての子が、自ら救いの道をめざしたごとく、「「「「自灯明自灯明自灯明自灯明、、、、法灯明法灯明法灯明法灯明」」」」の教えを杖に、一人一人一人一人ひとりがひとりがひとりがひとりが持持持持ちちちち前前前前のののの力力力力でででで前進前進前進前進しししし、、、、救救救救いのいのいのいの道道道道をををを歩歩歩歩むむむむという仏教本来の本質的な救いのあり方をお示しくださったのです。そこには、厳しいまでの仏さまとの対峙があったことでし 

ょう。「心田を耕す」に凝縮された私たちのお師匠様の深いお慈悲と真心に、感謝と感動を覚えずにはおれません。 こうした会長先生の親心に対し、私のような信心の浅い者は、自分の至らなさを棚に上げ、ご指導の内容に長い間注文を付けて参りました。誠にもって恥を知らない、愚かな弟子でありました。  それでは、常に「心田を耕す」精進を続ける秘訣は何か？会長先生は、「「「「おごることなくおごることなくおごることなくおごることなく、、、、慢心慢心慢心慢心することなすることなすることなすることなくくくく、、、、謙虚謙虚謙虚謙虚にににに生生生生きることをきることをきることをきることを忘忘忘忘れずれずれずれず、、、、日日日日々々々々のののの生活生活生活生活のありのありのありのあり方方方方をををを正正正正していくしていくしていくしていく」」」」と教えます。さらには人間の中に渦巻く、貪貪貪貪りりりり、、、、怒怒怒怒りりりり、、、、愚愚愚愚かささえもかささえもかささえもかささえも精進精進精進精進ののののエネルギーエネルギーエネルギーエネルギーに変え、利他の行いにふり向けていくことを勧めます。これこそが仏教の醍醐味だとおっしゃるのです。 仏教は本来包摂の教えです。否定し、排除するものは何もなく、「一切衆生悉有仏性」＝すべてが尊い（一乗）と説くのです。仏教の説く「大調和」の世界には、対立も衝突もありません。すべてが「合掌」の世界なのです。いまこそ仏教の「教えの種」をまき続け、世界中の多くの方が救われますように、幸せになりますようにと心から念じ、行動しようではありませんか。報恩感謝と喜びの心を形にして。 
    

地域地域地域地域をををを明明明明るくるくるくるく！！！！    明明明明るいるいるいるい社社社社会会会会づくりづくりづくりづくり運動運動運動運動 清掃奉仕清掃奉仕清掃奉仕清掃奉仕とととと慰霊祭慰霊祭慰霊祭慰霊祭（（（（乙訓明社乙訓明社乙訓明社乙訓明社）））） １０月２３日、乙訓明社が大山崎「小倉神社」において、清掃奉仕を行い、慰霊祭を実施した。午後からは、境内でバーベキューパーティーを行い、参加者の絆を深めた。  前日の夜は雨が降ったが、朝には雨が上がり曇り空のしたで、参加者はドロドロになりながら、がんばった。  今回は４０人ほどの老若男女が参加した。中には、 
 
府議会議員など明社の応援者も参加があった。特に、子たちがゲームを楽しむなど、「とても愉快で楽しいバーベキューパーテイだった」という感想が上がっていた。 

京都京都京都京都・・・・まちまちまちまち美化大作戦美化大作戦美化大作戦美化大作戦！（！（！（！（中央明社中央明社中央明社中央明社））））    １１月６日（日）、毎年恒例の「世界の京都・まちの美化市民総行動～美しくきれいを広げよう～京都・まち美化大作戦！」が開催された。京都市内各地から約１７４の企業・団体から約３０００名集まり、京都市役所を中心に２０のコースに分かれて、それぞれの通りの清掃を行った。中央明社からは６名が参加した。 京都市役所前広場に集まり、１０時からオープニングセレモニーがあり、門川大作市長の挨拶や京都光華女子大学環境ボランティアサークルに「グリーンキーパー感謝状」贈呈式が行われた。１０時半過ぎに全員各コースに分かれて、まち美化清掃活動を行い、１１時半過ぎに市役所前に戻った。 多くの人が「まち美化」に関心を持ち、職場で地域で清掃する人が増え、観光都市・京都にふさわしい、美しくきれいなまちになるようにと願いたい。 
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庭野開祖庭野開祖庭野開祖庭野開祖のののの宗教観宗教観宗教観宗教観････平和観平和観平和観平和観    「「「「一乗一乗一乗一乗のののの道道道道」」」」 《《《《庭野平和賞庭野平和賞庭野平和賞庭野平和賞のののの人人人人たちたちたちたち》》》》    庭野平和賞は毎年１回贈られ、第２回は、世界宗教者平和会議（WCRP）国際委員会事務総長として、ＷＣＲＰの創立から１３年間にわたり献身的な活動を続けてこられたアメリカのユニテリアン・ユニバーサリスト協会（UUA）牧師ホーマー・ジャック博士に贈られた。ジャック博士は、宗教的寛容の立場で人権・軍縮・宗教協力による世界平和実現をめざしてきた活動家で、「軍縮のスペシャリスト」と言われ、ボートピープルの救済や、カンボジア難民活動など実践活動のリーダーとして活躍してきた功績に対する受賞だった。 第３回は、世界宗教者平和会議への中国の宗教代表の参加に尽力された中国仏教会会長の趙樸初師に、さらに第６回は天台座主・山田恵諦猊下が受けてくださり、日本人初の受賞者となった。法華経精神に基づく奉仕活動「一隅を照らす運動」を推進して宗教心の高揚につとめ、またローマ教皇提唱による世界平和祈願（イタリア・アッシジ）の精神を受け継いで比叡山サミットを開催し、世界宗教者平和会議への強力な支援をされてこられた功績に対する受賞だった。 《《《《東洋東洋東洋東洋のののの提唱提唱提唱提唱・・・・西洋西洋西洋西洋のののの応答応答応答応答    国際自由宗教連盟国際自由宗教連盟国際自由宗教連盟国際自由宗教連盟にににに加盟加盟加盟加盟》》》》    ここで、世界宗教者平和会議と並ぶもう一つの大きな組織である国際自由宗教連盟（IARF）について、触れておきたい。このこのこのこのＩＡＲＦＩＡＲＦＩＡＲＦＩＡＲＦこそこそこそこそ世界宗教者平和会議世界宗教者平和会議世界宗教者平和会議世界宗教者平和会議のののの生生生生みのみのみのみの親親親親とととと言言言言ってもよいのであるってもよいのであるってもよいのであるってもよいのである。。。。庭野開祖とＩＡＲＦの交流は、第１回の京都会議の開催をめざして準備を始めた段階から始まっていた。 ＩＡＲＦは、諸宗教の対話と協力をめざす組織として１９００年(明治３０年)、ユニテリアンを中心にボストンで創立された長い歴史を持つ組織である。結成された翌年、ロンドンで第１回の国際会議を開いて、宗教上の偏見と独断を排し、自由、純粋、創造的、普遍的な宗教との対話を求めていく同志的結合を確認し合い、以後、３年ごとに世界大会を開催してきている。 キリストキリストキリストキリスト教教教教がががが長長長長いいいい歴史歴史歴史歴史のののの中中中中でででで次第次第次第次第にににに形式的形式的形式的形式的にににに流流流流れれれれてててて、、、、イエスイエスイエスイエス・・・・キリストキリストキリストキリストのののの真精神真精神真精神真精神がががが見失見失見失見失われがちなのにわれがちなのにわれがちなのにわれがちなのに対対対対してしてしてして、、、、神神神神にににに直結直結直結直結したしたしたした信仰信仰信仰信仰をををを保保保保ちちちち、、、、キリストキリストキリストキリスト教教教教のののの教教教教ええええをををを既成既成既成既成のののの教義教義教義教義にこだわらずににこだわらずににこだわらずににこだわらずに人類人類人類人類のののの倫理倫理倫理倫理としてとしてとしてとして信奉信奉信奉信奉しししし、、、、実践実践実践実践しししし、、、、宣布宣布宣布宣布していこうというしていこうというしていこうというしていこうというユニテリアンユニテリアンユニテリアンユニテリアンのののの信信信信条条条条はははは、、、、立正佼成会立正佼成会立正佼成会立正佼成会がががが目指目指目指目指しているものとしているものとしているものとしているものと、、、、非常非常非常非常によくによくによくによく似似似似ていたていたていたていた。。。。当初は「国際キリスト教自由宗教連盟」と 

いう名称で欧米のキリスト教を中心にした組織であったＩＡＲＦに立正佼成会が加盟することになったのは、庭野開祖と肝胆相照らす仲のディナ・グリーリー博士が、たまたま会長を務めておられたことと、父親のように尊敬していた今岡信一良先生(日本自由宗教連盟名誉会長)のお勧めがあったからだ。  今岡先生は、アメリカのハーバード大学留学中にユニテリアンと親交を深め、日本自由宗教連盟の創設に参加された方である。帰国後、毎月、宗教協力についての勉強会を開かれていた。庭野開祖はその今岡先生の考え方に共鳴して、先生の勉強会に参加させてもらっていた。先生は「「「「自分自分自分自分ががががキリストキリストキリストキリスト教徒教徒教徒教徒であるとであるとであるとであると同時同時同時同時にににに、、、、仏教徒仏教徒仏教徒仏教徒でありでありでありであり、、、、神道人神道人神道人神道人でもあることにでもあることにでもあることにでもあることに何何何何のののの矛盾矛盾矛盾矛盾ももももおぼえないおぼえないおぼえないおぼえない。。。。もちろんもちろんもちろんもちろん各宗教各宗教各宗教各宗教はそれぞれにはそれぞれにはそれぞれにはそれぞれに違違違違うがうがうがうが、、、、互互互互いにいにいにいに補補補補いいいい合合合合うものであるうものであるうものであるうものである」」」」とととと言言言言われてわれてわれてわれて、、、、釈尊釈尊釈尊釈尊がががが最後最後最後最後にににに自灯明自灯明自灯明自灯明・・・・法灯明法灯明法灯明法灯明をををを説説説説かれたのはかれたのはかれたのはかれたのは、、、、自分自分自分自分のののの滅後滅後滅後滅後、、、、自分自分自分自分をををを乗乗乗乗りりりり越越越越えていくことをえていくことをえていくことをえていくことを弟子弟子弟子弟子たちにたちにたちにたちに期待期待期待期待されていたのでされていたのでされていたのでされていたのではないだろうかはないだろうかはないだろうかはないだろうか、、、、とおっしゃられるのであるとおっしゃられるのであるとおっしゃられるのであるとおっしゃられるのである。。。。    どんなどんなどんなどんな世界的宗教世界的宗教世界的宗教世界的宗教であろうとであろうとであろうとであろうと、、、、そのそのそのその宗教宗教宗教宗教だけがだけがだけがだけが宗教宗教宗教宗教的真理的真理的真理的真理のののの独占者独占者独占者独占者ではありえないしではありえないしではありえないしではありえないし、、、、どのどのどのどの宗教宗教宗教宗教もももも宗教的宗教的宗教的宗教的真理真理真理真理をををを究極的究極的究極的究極的にににに実現実現実現実現しているとはしているとはしているとはしているとは言言言言えないえないえないえない。。。。だからこだからこだからこだからこそそそそ諸宗教諸宗教諸宗教諸宗教はもっとはもっとはもっとはもっと協力協力協力協力しあわなければならないのだしあわなければならないのだしあわなければならないのだしあわなければならないのだとととと、、、、今岡先生今岡先生今岡先生今岡先生はこんこんとはこんこんとはこんこんとはこんこんと話話話話されたものだったされたものだったされたものだったされたものだった。。。。そのそのそのそのおおおお話話話話はははは大乗大乗大乗大乗のののの精神精神精神精神をををを説説説説くくくく法華経法華経法華経法華経をををを受持受持受持受持するするするする庭野開祖庭野開祖庭野開祖庭野開祖ににににとってとってとってとって、、、、益益益益するとこするとこするとこするところきわめてろきわめてろきわめてろきわめて大大大大であったであったであったであった。。。。    国際キリスト教自由宗教連盟では、かねがねクリスチャン以外の宗教者の加盟を認めるために「国際自由宗教連盟」と名称を改めようではないかという動議が、進歩的なメンバーから出されていた。だが、これにはヨーロッパのメンバーの猛反対があった。ヨーロッパで宗教といえばキリスト教を指すといってもいいくらいだから、当然のことだろう。 しかし、キリスト教以外の宗教者との対話を目指すＩＡＲＦのメンバーは、昭和４４年に立正佼成会の加盟を認めるのと同時に、キリスト教という文字を削り「国際自由宗教連盟」と名称を変更して、新たな発足をしたのであった。そして、立正佼成会がＩＡＲＦに加盟するのと同時に、庭野開祖は責任役員に推された。会の創立者として３０年間に３００万人の会員を擁する教団に発展させたこと、宗教協力に強い信念を持っていることが推薦の理由だった。      (つづく) 
 渉外部からのメッセージ  佼成会では昔から１２月１日を新しい始まりとし、教会運営に取り組んできたようです。世間では１月１日ですから感覚のズレがあります。しかし自分の会社に当てはめてみると、１０月後半から今年はどういう年だったか、来年はどうしたいかを考え出し１２月初 

めには来年の方向性を打ち出せる訳ですから、人よりも一歩進んでいます。ましてや人を動かすとなると尚更です。見習っていきたいと思います。 この月報を読まれて感想などがありましたらお気軽にお寄せ下さい。 RKK 京都教会 FAX 075-762-2266  


